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NYマーケットレポート（2015年 7月2日) 
NY 市場では、序盤に発表された米雇用統計で、非農業部門雇用者数の伸びが市場予想を下回ったことや、注目されていた賃金の伸びも

縮小したことを受けて、ドルは主要通貨に対して下落する動きとなった。また、年内の利上げ観測が後退したことや、米長期債利回りが低下

したことから、日米金利差縮小が意識され、ドル売り・円買いが優勢となった。また、ギリシャの国民投票を控えて警戒感が強まっていること

も影響して、ユーロも主要通貨に対して上値の重い展開が続いた。午後に入ると、米国の 3 連休を控えて市場参加者も少なく、終盤まで小

動きの展開が続いた。 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 123.55  ユーロ/円 136.82  ユーロ/ドル 1.1075 
 
21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6627.22 +18.63 ダウ 
先物ミニ 17700 +29  

 

仏 CAC40 4884.39 +1.20 S&P 
500 ミニ 2074.75 +3.75  

 

独 DAX 11188.64 +8.14 NASDAQ 
100 ミニ 4431.00 +9.00  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6月米失業率 5.3％（予想 5.4%・前回 5.5%） 

 

6月米非農業部門雇用者数 22.3万人（予想 23.3万人・前回 25.4万人） 

前回発表の28.0万人から 25.4万人に修正 

 

6月米民間部門雇用者数 22.3万人（予想 22.5万人・前回 26.0万人） 

前回発表の26.2万人から 25.0万人に修正 

 

6月米製造業雇用者数 0.4万人（予想 0.6万人・前回 0.7万人） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 
 

6月米平均時給（前月比） 0.0％（予想 0.2%・前回 0.2%） 

前回発表の0.3％から0.2％に修正 

 

6月米平均時給（前年比） 2.0％（予想 2.3%・前回 2.3%） 

 

6月労働参加率 62.6％（予想 62.9%・前回 62.9%） 

 

広義の失業率（U6） 10.5％（予想 10.7%・前回 10.8%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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指標結果データ 

≪米雇用統計≫ 

            6月・・ 5月・・ 4月・・3月・・2月・・1月・・12月 

失業率・・・・・・・・・ 5.3・・ 5.5・・ 5.4・・ 5.5・・ 5.5・・ 5.7・・ 5.6 

非農業部門雇用者数・・・22.3・・25.4・・18.7・・11.9・・26.6・・20.1・・32.9 

民間部門雇用者数・・・・22.3・・25.0・・18.9・・11.7・・26.1・・20.2・・31.9 

平均週間労働時間・・・・34.5・・34.5・・34.5・・34.5・・34.6・・34.6・・34.6 

労働参加率・・・・・・・62.6・・62.9・・62.8・・62.7・・62.8・・62.9・・62.7 

平均時給（前月比）・・・・0.0・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.3・・ 0.1・・ 0.6・・-0.2 

平均時給（前年比）・・・・2.0・・ 2.3・・ 2.3・・ 2.1・・ 2.0・・ 2.2・・ 1.8 

 

 
(出所：ネットダニア) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 
 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 28.1万件（予想 27.0万件・前回 27.1万件） 

 

失業保険継続受給者数 226.4万人（予想 223.6万人・前回 224.9万人） 

前回発表の224.7万人から224.9万人に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

15/06/27・・・281,000・・・+10,000・・・274,750・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

15/06/20・・・271,000・・・ +3,000・・・273,750・・・・2,264,000・・・・1.7％ 

15/06/13・・・268,000・・・-11,000・・・277,000・・・・2,249,000・・・・1.7％ 

15/06/06・・・279,000・・・ +2,000・・・278,750・・・・2,225,000・・・・1.7％ 

15/05/30・・・277,000・・・ -7,000・・・275,000・・・・2,272,000・・・・1.7％ 

15/05/23・・・284,000・・・ +9,000・・・272,000・・・・2,204,000・・・・1.6％ 

15/05/16・・・275,000・・・+11,000・・・266,500・・・・2,226,000・・・・1.7％ 

15/05/09・・・264,000・・・ -1,000・・・271,750・・・・2,212,000・・・・1.6％ 

15/05/02・・・265,000・・・ +3,000・・・279,500・・・・2,223,000・・・・1.7％ 

15/04/25・・・262,000・・・-34,000・・・283,750・・・・2,229,000・・・・1.7％ 

15/04/18・・・296,000・・・ +1,000・・・285,000・・・・2,256,000・・・・1.7％ 

15/04/11・・・295,000・・・+13,000・・・283,000・・・・2,327,000・・・・1.7％ 

15/04/04・・・282,000・・・+15,000・・・282,500・・・・2,275,000・・・・1.7％ 

受給者数は集計が1週間遅れる 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6月シンガポール購買部景気指数 50.4（予想 50.2・前回 50.2） 

 

6月シンガポール電子産業指数 50.3（前回 49.8） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5月メキシコ景気先行指数 -0.05（前回 -0.06） 

前回発表の-0.08から-0.06に修正 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17786.33 +28.42 

ナスダック 5021.22 +8.10 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

 

22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6月米ISMニューヨーク 63.1（前回 54.0） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5月米製造業受注指数（前月比） -1.0％（予想 -0.5%・前回 -0.7%） 

前回発表の-0.4％から-0.7％に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪製造業新規受注指数≫  

          5月・・ 4月・・3月・・2月・・ 1月・・12月 

新規受注・・・・・-1.0・・-0.7・・ 2.2・・-1.0・・-0.4・・ -3.7 

輸送機器を除く・・ 0.1・・-0.1・・ 0.0・・ 0.1・・-2.2・・ -2.3 

受注残・・・・・・-0.5・・-0.2・・ 0.1・・-0.6・・-0.1・・ -0.8 

耐久財・・・・・・-2.2・・-1.7・・ 5.1・・-3.5・・ 2.9・・ -3.9 

輸送機器・・・・・-6.5・・-4.0・・15.1・・-7.3・・10.6・・-11.4 

 

 

23：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、6月の米雇用統計は市場予想を下回るなど、やや弱い内容と受け止められ、米 FRBが緩和的な金

融政策を当面続けるとの観測から、序盤は買いが優勢となった。しかし、その後は上げ幅を縮小する動きとなった。

ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比で 67ドル高まで上昇する場面もあったが、その後はやや

上値の重い動きとなっている。 

 

 

≪ポイント≫  

 

米短期金利先物市場では、市場予想を下回る雇用統計の結果を受けて、米FRBが利上げを来年まで遅らせるとの見

方が強まった。CMEフェドウォッチによると、2016年1月の利上げ開始が有力視されている。2015年 12月の利上げ

予想確率は、雇用統計発表前の 57％から49％に低下した。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）6月の米雇用統計では、失業率が5.3％と2008年4月以来の低水準となったものの、非農業部門雇用者数が+22.3

万人となり、市場予想の+23.3万人を下回る結果となった。4月、5月の結果がそれぞれ下方修正され、合計6万人

の下方修正となった。また、注目された平均賃金は、前月比、前年比ともに市場予想を下回る伸びとなった。 
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 ①民間部門が+26.2万人と前月の+20.6万人から伸び幅を拡大、専門・企業向けサービスは+6.4万人、小売業が

+3.29万人、運輸・倉庫も+1.7万人、製造業は+0.4万人、建設業は横ばい。政府部門は、地方政府はプラスだった

が、州政府のマイナス、連邦政府は横ばいだった。 

 

 ②フルタイムで働きたいのにパートの仕事しか見つからなかった人や求職活動を諦めた人 も含めた広義の失業

率（U6）は 0.3ポイント低下し10.5％だった。そして、失業期間が半年以上に及ぶ長期失業者は212.1万人と-38.1

万人となり、全体の 25.8％を占めた。 

 

 

（2）米失業保険申請件数は、前週比+1.0万件の28.1万件となり、2週連続のプラスとなった。申請件数の4週移

動平均は、前週比+0.1万件の 27万 4750人。また、集計が1週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比+1.5万人の

226.4万人。受給者総数の 4週移動平均は、前週比+1.5万人の 225万2500人。受給者比率は、前週比横ばいの1.7％

だった。 

 

 

（3）5月の米製造業受注は、前月比-1.0％の4704億7800万ドルとなり、市場予想を下回り、2ヵ月連続のマイナ

スとなった。変動の激しい輸送機器を除いた受注は+0.1％。非耐久財は+0.2％となったものの、耐久財が-2.2％と

なり、全体を押し下げる結果となった。 

 

 ①5月は輸送機器が-6.5％となり、民間航空機が-35.3％、国防航空機は-6.4％、自動車・同部品は-1.3％、電機・

家電は-2.8％、電算機・電子製品は+0.9％だった。 

 

 ②資本財は-5.9％となり、国防関連を除く資本財は-7.3％、国防資本財は+8.0％。民間設備投資の先行指標とな

るコア資本財は-0.4％。 

 

 ③製造業全体の出荷は-0.1％、受注残高は-0.5％、在庫は横ばい。出荷に対する在庫の比率は前月比横ばいの1.35

だった。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6630.47 +21.88 
仏 CAC40 4835.56 -47.63 
独 DAX 11099.35 -81.15 

ストック欧州 600 指数 385.46 -1.61 
ユーロファースト 300 指数 1527.86 -6.03 
スペイン IBEX35 指数 10846.40 -65.10 

イタリア FTSE MIB 指数 22616.50 -327.14 
南ア アフリカ全株指数 52215.47 +327.43 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。5日に財政再建策受け入れの賛否を問うギリシャの国民投票を控えて警

戒感が広がり、主要株価は軟調な動きとなった。英FT100は、原油流出事故の和解を合意した英石油大手などが買

われ、全体を押し上げ小幅高となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17731.74（-26.17）、S&P500 2075.97（+1.45） ナスダック 4999.36（-13.77） 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、6月の米雇用統計で非農業部門雇用者数が市場予想を下回り、賃金上昇率も鈍かっ

たことから、米FRBが今年後半に利上げに踏み切るとの観測が後退して買いが先行した。EUが求める財政再建策の

賛否を問うギリシャの国民投票を 5日に控えて、結果に対する警戒感から安全資産としての需要も高まった 。 

 

午前の利回りは、30年債が3.18％（前日 3.21％）、10年債が 2.38％（2.43％）、7年債が 2.09％（2.15％）、5

年債が 1.64％（1.71％）、3年債が 1.00％（1.06％）、2年債が 0.64％（0.69％）。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①英債務管理庁が実施した入札では、5年国債利回りが0.125％、応札倍率が 1.71倍と、普通債としては2014年12

月9日の入札以来の高水準を記録した。同債は発行額37億 5000万ポンド（57億ドル）、表面利率 2.0％、平均利

回り 1.609％。 

 

② ECB（欧州中央銀行）は、1兆ユーロ規模の資産買い入れ（QE）の対象に、インフラ関連を中心とする 13の政府

系機関を追加した。ECBは QE開始当初から、買い入れ対象を定期的に見直すとしていた。新規に買い入れ対象とな

った債券は総額660億ユーロ（731億ドル）。対象として優先される年限2-30年に限れば500億ユーロとなるもよ

うだ。 

 

③スペインは、4本立て国債の入札を実施した。総額42億ユーロ（47億ドル）を調達した。10年債（発行額 21億

ユーロ）は、平均利回りは2.258％（前回1.882％）、応札倍率は 1.8倍（3.0倍）。5年国債（6億 0100万ユーロ）

は、平均利回りは 1.291％（1.243％）、応札倍率は 4.6倍（1.5倍）。3年国債（9億4000万ユーロ）は、平均利

回り 0.691％、応札倍率は3.0倍。インフレ連動債 15年物は発行額 5億8700万ユーロ、平均利回り 1.552％、応札

倍率は 2倍だった。 

 

④ スウェーデン中銀は、政策金利を市場の予想通り-0.35％に引き下げ、債券買い入れ規模を 450億スウェーデン

クローナ（53億 3000万ドル）拡大した。中銀は海外の不透明感が増していると表明し、ギリシャ情勢の行方を見極

めるのは難しいとの認識を示した。 
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⑤スペインが公表した 6月の失業者数は、前月-比2.25％の 412万人となった。減少は5ヵ月連続となった。観光シ

ーズン開始を受けてサービス部門の雇用が増加したが、依然として 400万人以上が失業している。失業者数は1月

に増加したが、2月に減少した。 

 

 

3：30 

NY金は、中心限月が前日比 5.80ドル安の 1オンス＝1163.50ドルで取引を終了した。 

 

 

4：30 

NY原油は、中心限月が前日比 0.03ドル安の1バレル＝56.93ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1163.50 -5.80 

NY 原油 56.93 -0.03 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、年内の米利上げに対する警戒感が根強く、一時は1オンス=1155・80ドルまで下落した。ただ、その後は

6月の米雇用統計で非農業部門雇用者数が市場予想を下回ったことを手掛かりに利上げ先送り観測が出て買い戻し

も入り、相場の下げ幅が縮小した。終値ベースでは、3月中旬以来、約3ヵ月半ぶりの安値水準となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、米石油サービス大手が発表した国内の石油掘削装置稼働数が昨年 12月以来、初めて増加に転じたこと

で供給過剰への懸念が強まり、売りが優勢となった。ただ、米雇用統計が市場予想より弱い内容だったことでドル

が下落し、ドル建ての原油に割安感が出たことで買われる場面もあった。終値ベースでは、4月下旬以来、約2ヵ月

半ぶりの安値水準となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17730.11 -27.80 17825.49 17687.52 

S&P500 種 2076.78 -0.64 2.085.06 2071.02 

ナスダック 5009.21 -3.91 5027.49 4990.74 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、6月の米雇用統計は市場予想を下回るなど、やや弱い内容と受け止められ、米FRBが緩和的な金融政

策を当面続けるとの観測から、序盤は買いが優勢となった。しかし、その後は上げ幅を縮小しマイナス圏まで下げ

る動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比で 67ドル高まで上昇する場面もあった

が、その後は軟調な動きとなり、マイナス圏まで下げる動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 123.08  123.73  122.96  
EUR/JPY 136.42  136.86  136.32  
GBP/JPY 192.10  192.70  191.94  
AUD/JPY 93.97  94.05  93.64  
NZD/JPY 82.82  82.90  82.31  
EUR/USD 1.1085  1.1122  1.1053  
AUD/USD 0.7635  0.7642  0.7589  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米雇用統計で雇用者数の伸びなど、市場予想を下回る結果となったことから、ドルが主要通貨に

対して軟調な動きとなった。また、堅調な展開で始まった下落に転じる動きとなったことや、ギリシャ問題の懸念

などから、安全資産とされる円を買う動きが優勢となり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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 (出所：ブルームバーグ) 
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